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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

（観点に係る状況）  

教育科目一覧は，準学士課程・専攻科とも毎年４月に発行される学生便覧に記載されており（資

料９－１－①－１），科目毎の教育内容の詳細（シラバス）はウェブサイトで公開されている（資

料９－１－①－２）。授業の実施状況は，準学士課程においては年度末に学生課に提出している学

級日誌から，専攻科においては授業完了報告書から，それぞれ把握が可能である（資料９－１－①

－３）。また，授業の実施日と学生の出欠は出席簿に記録され，授業完了時に学生課に提出される

（資料９－１－①－４）。 

各科目の成績は，準学士課程においては定期試験毎に成績管理システム「キャンパスアシスト」

に担当教員が成績データを入力し，管理している（資料９－１－①－５）。専攻科においては，授

業完了報告書の入力ページから担当教員が成績データを入力し，管理している（前出資料９－１－

①－３）。また，試験答案や課題レポートなどの成績評価の根拠資料は，準学士課程においては各

教員が保管管理し，専攻科においては授業完了報告書の添付資料として提出を義務付け，学生課が

保管している（訪問調査時閲覧可）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－１－①－１ 

教育科目一覧（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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資料９－１－①－２ 

シラバス閲覧のウェブサイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 

  

資料９－１－①－３ 

専攻科授業完了報告書（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料９－１－①－４ 

出席簿 

 

（出典 学生課資料） 
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教育活動の全般的な自己点検・評価は，年度当初に策定する「年度計画」（資料９－１－①－

６）に基づき，校長を委員長とする総務委員会がその達成状況等を検証することで実施している

（資料９－１－①－７）。また，自己点検・評価報告を年度毎に作成し，公開している（資料９－

１－①－８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－１－①－５ 

キャンパスアシスト成績登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 

資料９－１－①－６ 

平成 23 年度 年度計画（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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（分析結果とその根拠理由）  

授業の実施内容を示すシラバスはウェブサイトで公開されており，実施記録も適切に保管されて

いる。また，成績評価資料と評価結果も適切に管理されている。さらに，教育活動の全般的な状況

について自己点検・評価を適切に実施できる体制は整備されている。 

資料９－１－①－８ 

平成 22 年度 年度計画 自己点検評価表（抜粋） 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－１－①－７ 

総務委員会議事要録（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務委員会議事要録） 
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観点９－１－②： 学校の構成員及び学外関係者の意見の聴取が行われており，それらの結果をも

とに教育の状況に関する自己点検・評価が，学校として策定した基準に基づいて，

適切に行われているか。 

（観点に係る状況）  

本校における教育活動の全般的な自己点検・評価は，年度当初に策定する「年度計画」（前出資

料９－１－①－６）に基づき，その達成状況等を総務委員会においてチェックすることで実施して

いる。この自己点検・評価は，就職・進学先の関係者などを含む学外関係者および学内関係者から

なる運営諮問会議（資料９－１－②－１）において検証を受け，運営諮問会議報告書として毎年公

表されている（資料９－１－②－２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－１－②－１ 

運営諮問会議規則（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集） 
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なお，自己点検・評価の実施にあたっては，以下に示すように，多方面からの意見の聴取を行っ

ており，それらが反映されている。 

教員からの意見聴取は，年度当初に提出される教員個人調書（資料９－１－②－３）により行っ

ている。この調書には，教員が実施した授業改善の効果を記すことになっており，教員自身の自己

点検結果も含まれている。また，平成22年度からは，教員による相互の授業参観を実施しており，

報告書により他の教員の意見を知ることができ，自己点検に活かすことができる（資料９－１－②

－４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－１－②－２ 

平成 22 年度運営諮問会議報告書（表紙と目次） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 22 年度運営諮問会議報告書） 

資料９－１－②－３ 

教員個人調書書式（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教員個人調書） 
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学生による授業評価アンケートは，平成12年度より準学士課程，専攻科とも全科目を対象に実施

している（資料９－１－②－５）。授業評価アンケート結果は，科目毎に集計され，本校学内限定

ウェブサイトに開示されている（資料９－１－②－６）。また，学生自身による学習到達度の自己

評価と学業成績に基づく教員側からの到達度評価（ＧＰＡ評価）を比較分析することにより，改善

点の洗い出しを行っている（前出資料６－１－④－１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－１－②－４ 

授業参観報告書表紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 授業参観報告書添付書類） 

資料９－１－②－５ 

授業アンケート実施要綱 
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平成20年度より授業参観期間（１週間）を設けており，期間中，保護者は自由に授業を見学でき

る。また，学科毎の学科説明会を実施しており，保護者からの意見を直接聴取することも行ってい

る（資料９－１－②－７，８）。 

資料９－１－②－６ 

授業アンケート結果（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料９－１－②－７ 

機械工学科説明会資料（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 機械工学科作成資料） 
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資料９－１－②－８ 

機械工学科説明会におけるアンケート（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 機械工学科作成資料） 
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卒業生・修了生からは，アンケートを実施することにより意見聴取を行っている（資料９－１－

②－９及び前出資料６－１－⑤－１～11）。また，外部有識者の意見は，前述した運営諮問会議の

委員より聴取している（資料９－１－②－10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－１－②－９ 

修了生向けアンケート（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 修了生向けアンケート） 
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（分析結果とその根拠理由）  

学校の構成員及び学外関係者からの意見聴取は多岐にわたって実施され，データの収集は適切に

行われており，これらの意見が自己点検・評価に十分反映されている。また，得られたデータの分

析は十分に行っており，改善策の検討にも活かされている。 

以上のことから，自己点検・評価は適切に行われていると判断できる。 

 

 

観点９－１－③： 各種の評価の結果を教育の質の向上，改善に結び付けられるような組織として

のシステムが整備され，教育課程の見直し等の具体的かつ継続的な方策が講じら

れているか。 

（観点に係る状況）  

自己点検・評価報告書はウェブサイトを通じて一般に公開されることになっており（資料９－１

－③－１），授業評価アンケートの結果については，教員は学内限定ウェブサイトを通して確認す

ることができる（資料９－１－③－２）。学内においては，業務改善運営ループにしたがって，総

務委員会より担当部局に改善の指示がなされるシステムが整備されている（資料９-１-③-３）。 

これらの結果をもとに，教育課程の見直し等の検討は，準学士課程においては各学科を主体に行

われ，カリキュラムの変更などが教務委員会の審議を経て行われる（資料９－１－③－４）。平成

19年度には，修得単位数の変更など全学的な教育課程の見直しが行われた（資料９－１－③－５）。 

資料９－１－②－10 

運営諮問会議委員による意見（抜粋） 

 

 

（出典 平成 22 年度運営諮問会議報告書） 
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資料９－１－③－１ 

自己点検・評価報告閲覧のウェブページ（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 

資料９－１－③－２ 

授業アンケート結果閲覧のウェブページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料９－１－③－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 

資料９－１－③－４ 

教務委員会規則（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集） 
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資料９－１－③－５ 

教育課程見直し前後の教育課程表 

見直し前 
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見直し後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 22 年度学生便覧） 
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専攻科においては，企画運営委員会を中心に検討が行われ，カリキュラムの変更は専攻科担当教

員会議の審議を経て行われる（資料９－１－③－６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－１－③－６ 

専攻科担当教員会議規則 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集） 
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さらに，運営諮問会議において，学外有識者から教育内容の点検と改善に向けた意見を聴取した

のち，指摘を受けた事項については，改善に向けた対応を直ちにとっている（資料９－１－③－

７）。なお，平成21年度の運営諮問会議において，外部有識者から指摘を受けた産業構造の変化へ

の対応について（資料９－１－③－８）は，高専機構の中期目標においても改革が求められている

ものでもある（資料９－１－③－９）。そこで，平成22年度に校長特命の「将来構想ＷＧ」（資料

９－１－③－10）を組織して一年間の審議の結果，社会経済環境の変化に対応して，医療・福祉分

野，環境・エネルギー分野，新機能材料分野の学際教育を行う「教育課程改定（案）―混合学級及

び学際教育の導入―」を策定した（詳細は訪問調査時に提示する）。現在は，平成24年度入学生か

ら新教育課程を適用できるように，校長補佐（学際教育担当）が運営する「学際教育導入ＷＧ」が

中心になって具体的教育課程の編成等を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－１－③－７ 

運営諮問会議 平成 21 年度 年度計画 評価シート意見対応表（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 22 年度運営諮問会議報告書） 
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資料９－１－③－９ 

国立高等専門学校機構 第２期中期計画（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 国立高等専門学校機構ウェブサイト） 

資料９－１－③－８ 

沼津高専第２期中期計画 と 平成 21 年度 運営諮問会議 議事要録（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 21 年度運営諮問会議報告書） 
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（分析結果とその根拠理由）  

各種の評価は速やかに学内外に公表されており，具体的なカリキュラムの変更が実施されている。 

以上のことから，各種の評価の結果を教育の質の向上，改善に結び付けられるような組織として

のシステムは整備されており，教育課程の見直し等の具体的かつ継続的な方策が講じられている。 

 

 

観点９－１－④： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改

善活動状況を，学校として把握しているか。 

（観点に係る状況）  

学生による授業評価アンケートの結果は，各教員が分析し，授業改善策の検討を行っている。準

学士課程においては，シラバスに前年度の授業アンケートへの対応を明記することが義務付けられ

ている（資料９－１－④－１）。また，専攻科においては，授業完了報告書に「授業に対する学生

からの要望」と「次回の授業計画に生かせる事項」を記入し，受講学生（代表者）に承認を得るシ

ステムが構築されている（資料９－１－④－２）。また，特に効果的な取り組みについては「新し

資料９－１－③－10 

将来構想ＷＧ中間報告（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 22 年度運営諮問会議報告書） 
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い教育方法の試み、効果的な取り組みの事例」として報告され，学内のウェブサイトで全教職員が

閲覧することができる（資料９－１－④－３）。さらに，各教員は，教育の改善のために必要な経

費を校長リーダーシップ経費に申請することができ，校長によるヒアリングの後，毎年多くの改善

提案に対して経費が配分されている（資料９－１－④－４）。このように，授業内容等は継続的に

改善が行われている。なお，各教員は個人調書（前出資料９－１－②－３）を年度当初に学校に提

出するが，平成23年度より調書には前年度に実施した授業改善の効果を記すよう改善を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－１－④－１ 

シラバス（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 

資料９－１－④－２ 

専攻科授業完了報告書（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料９－１－④－３ 

新しい教育方法の試み閲覧のウェブサイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 

資料９－１－④－４ 

平成 22 年度校長リーダーシップ経費採択課題一覧 

 

機械工学科 小林 隆志 パンタグラフ式ジャッキを題材とした設計教育の高度化の取組み 

機械工学科 三谷祐一朗 専攻科実験実施機材の補充と機械工学実験Ⅱ(Ｍ５)の実施内容改善 

機械工学科 新冨 雅仁 レゴを用いた機械工学科関連授業の改善 

機械工学科 永禮 哲生 設計教育の高度化および実践的技術者養成の為の授業改善 

電気電子工学科 望月 孔二 ＰＢＬ教育高度化のための評価環境の整備 

電子制御工学科 牛丸 真司 組込みソフトウェア開発教育の高度化 

電子制御工学科 大庭 勝久 エンジニアリングデザイン教育の高度化・複合化のための非線形振子実験装置の開発 

物質工学科 押川 達夫 有機化合物の立体化学と光学活性物質の理解を深めるために 

物質工学科 大川 政志 固体材料化学教育への 3 次元モデルの導入 

総合情報センター 中道 義之 総合情報センター第 1 演習室における情報提示環境の改善 

 

（出典 総務課作成資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

個々の教員の授業改善の取り組みは，シラバス・授業完了報告書などに記されており，継続的に

行われている。また，個々の教員の改善活動状況は，教員個人調書にも記載されており，学校とし

て把握されている。 

 

 

観点９－１－⑤： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

（観点に係る状況）  

教員は活発な研究活動を行っており，著作物の刊行，各学協会における論文発表や口頭発表など

で，その成果を社会に還元している（資料９－１－⑤－１）。これらの研究活動の一部は，卒業研

究（準学士課程）及び専攻科研究として実施されているものであり，学生の教育に活かされている

（資料９－１－⑤－２）。また，多くの学生が学協会における研究発表を行っており（資料９－１

－⑤－３），コミュニケーション能力の向上にもつながっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９-１-⑤-１ 

研究活動の記録（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校研究報告第 44 号） 
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資料９－１－⑤－２ 

専攻科研究発表会プログラム（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 22 年度本校専攻科研究発表会論文集） 

資料９－１－⑤－３ 

学生の研究発表（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校高専だより 98 号） 
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また，教員の研究には教育方法に関するものも多く，これらは「沼津高専研究報告」や国立高等

専門学校機構が発行する論文集「高専教育」に発表されている。たとえば，「高専教育」第33号に

は，電子制御工学科及び教養科の教員による「技術者教育の評価・改善のためのスパイラルアップ

システムの構築」と題した論文が発表されており，教育の質の改善が実施されていることを示して

いる（資料９－１－⑤－４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

教員の研究活動は，卒業研究や専攻科研究を通して学生の教育に活かされている。また，教育方

法の研究も盛んで，教育の質の改善が具体的に行われている。 

資料９－１－⑤－４ 

教育論文の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 論文集「高専教育」第 33 号） 
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観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントが，適切な方法で実施され，組織として教

育の質の向上や授業の改善に結び付いているか。 

（観点に係る状況）  

教育の質の向上を目指したファカルティ・ディベロップメント（以下「ＦＤ」という。）は，平

成16年度より２ヶ月に一度開催される教員会議内における，教育に関する研究成果発表という形で

開始されたが，平成22年度からは校長補佐（国際交流・教員ＦＤ担当）が中心となり企画・立案し，

教員会議とは別に年間４回実施することとした（資料９－２－①－１）。資料９－２－①－２は，

平成22年度のＦＤ実施状況で，多くの教職員が参加している。また，同じく平成22年度からは，教

員による相互の授業参観を実施しており，多くの教員が，優れた授業を参観することで自らの授業

の改善に役立てる取り組みも始まっている（資料９－２－①－３）。また，「新しい教育方法の試

み、効果的な取り組みの事例」として報告された実践事例は，学内限定ウェブサイトで全教職員が

閲覧することができる（資料９－２－①－４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－２－①－１ 

教員 FD 研修会実施要綱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 22 年度第 1 回教員 FD 配布資料） 
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資料９－２－①－２ 

平成 22 年度教員 FD 参加状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課作成資料） 

資料９－２－①－３ 

教員相互の授業参観報告書の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課資料） 



沼津工業高等専門学校 基準９ 

567 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

平成16年度より実施されてきたＦＤの取り組みは，平成22年度に大きく改善された。「新しい教

育方法の試み、効果的な取り組みの事例」の報告からは，効果が現れていることが分かり，ＦＤが

適切な方法で実施され，組織として教育の質の向上や授業の改善に結び付いていると判断する。  

 

 

観点９－２－②： 教育支援者等に対して，研修等，その資質の向上を図るための取組が適切に行

われているか。 

（観点に係る状況）  

平成22年度から年間４回行っているＦＤ研修会は，全教職員を対象にした取り組みであり，技術

職員や学生課の事務職員などの教育支援者も参加している（前出資料９－２－①－２）。 

資料９－２－①－４ 

「新しい教育方法の試み、効果的な取り組みの事例」報告の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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実験・実習などの科目において教員支援を行う技術職員は技術室に配属されており（資料９－２

－②－１），技術室内部講習会の実施や学外で行われる研修会への職員派遣を積極的に行っている

（資料９－２－②－２）。また，事務部に所属する職員についても，学外で行われる研修会へ積極

的に参加している（資料９－２－②－３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－２－②－１ 

技術室規約（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集） 



沼津工業高等専門学校 基準９ 

569 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－２－②－２ 

技術室職員の研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 技術室報告第３号） 
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資料９－２－②－３ 

職員の研修一覧（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課作成資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

学内ＦＤに参加する教育支援者は多数おり，また，技術職員については内外で実施される研修会

へ積極的に参加している。このことから，教育支援者等に対して，研修等，その資質の向上を図る

ための取組が適切に行われていると判断できる。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

教員相互の授業参観を制度化することにより，各教員はより効果的な授業改善を図ることが可能

になった。また，年４回実施している学内ＦＤ研修会は，専門家の講演なども含み，内容は多岐に

わたっており，教育の質の向上に寄与している。 

 

（改善を要する点）  

該当なし。 

 

（３）基準９の自己評価の概要 

科目毎の教育内容の詳細（シラバス）はウェブサイトで公開されており，授業の実施状況は学生

課において，準学士課程は学級日誌，専攻科は授業完了報告書として適切に保管している。 

学校の構成員及び学外関係者の意見の聴取は，教員個人調書，学生による授業評価アンケート，

保護者を対象とした学科説明会ならびに運営諮問会議において行われ，教育活動の全般的な自己点

検・評価が，校長を委員長とする総務委員会にて実施されている．この結果は，毎年作成する自己

点検・評価報告書に記載され，ウェブサイトを通じて一般に公開される。さらに，自己点検・評価

報告書は運営諮問会議にて検証を受け，教育内容の点検と改善に向けた意見を聴取している。 

これらのチェック機構により課題となった事項は，業務改善ループに従って担当部署が改善策の

検討を行っている。このうち教育課程に関するものは，準学士課程においては各学科を主体に，専

攻科においては企画運営委員会を中心に検討が行われ，教務委員会や専攻科企画運営委員会の審議

を経て，見直しが行われている。さらに，学際教育導入ＷＧが新教育課程の実施に向けた取り組み

を行っている。 

個々の教員は，学生による授業評価アンケート結果などを基に授業改善に取り組んでおり，個人

調書により学校に報告することになっている。また，特に効果が上がった取り組みについては，

「新しい教育方法の試み、効果的な取り組みの事例」として報告され，学内限定ウェブサイトで全

教職員が閲覧することができる。 

教員は活発な研究活動を行っているが，この一部は卒業研究（準学士課程）及び専攻科研究とし

て実施されており，学協会における学生の研究発表などによりコミュニケーション能力の向上に役

立っている。また，教員の研究には教育方法に関するものも多く，これらは国立高等専門学校機構

が発行する論文集「高専教育」などに発表され，教育の質の改善につながっている。 

ファカルティ・ディベロップメントは，平成22年度より年４回実施する形式に改められ，専門家

の講演聴講やパネルディスカッションの実施などにより学校全体の教育の質の向上を目指している。

このファカルティ・ディベロップメントは，全教職員を対象に実施され，教員だけでなく学生に接

することの多い技術職員や学生課事務職員も参加している。 
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